
伝統を守って半世紀　そして未来へ

未来へ向けての第一歩
　建築学科では、1965年の設立時から半世紀にわたって伝統を積み重ね、優れ

た技術者教育システムを作り上げてきました。そして今、その成果が大企業・

優良企業への高い就職率、全国トップクラスの一級建築士合格率として現れて

きています。建築学科はこれからも伝統を守り、技術と芸術の両面から未来に

役立つ真の実学教育を実践していきます。



① 教育目標のブラッシュアップ（大学院の目標も明確化）

② 学部・大学院の専門科目のカリキュラム再編

③ エジンバラ大学（英国）、レンセラー工科大学（米国）との国際交流

④ 建築家による設計教育のさらなる充実

⑤ 施設の充実（模型制作室や設計室の新設）

⑥ 2015 年度のトピックス

2017 年、建築学科は、さらなる飛躍をめざして生まれ変わります。



■ 学部教育で目標とする技術者像（1～ 3を兼ね備えた技術者）
1. 豊かな人間性と総合力のある技術者

2. 実践力のある技術者

3. チャレンジ精神のある技術者

◇ 目標とする技術者になるために学部教育で身につけるべき能力
1. 豊かな人間性と総合力のある技術者
(A) 環境問題を理解し意匠設計ができる（意匠設計力）

(B) 建築計画を理解し図面作成ができる（図面作成力）

(C) 構造設計を理解し構造計画ができる（構造計画力）

(D) 構造力学を理解し構造解析ができる（構造解析力）

2. 実践力のある技術者

(E) 建築倫理がわかる（建築倫理理解力）

(F) 生産管理がわかる（生産管理理解力）

(G) 環境設備がわかる（環境設備理解力）

3. チャレンジ精神のある技術者

(H) チームで課題解決ができる（課題解決力）

(I) 新しいことに挑戦できる（チャレンジ力）

■ 大学院教育で目標とする技術者像（1～ 3のそれぞれの専門家）
1. 地域に活力を与え、持続可能性に配慮した意匠設計ができる建築専門家

2. 住む人に快適な環境を与え、持続可能性に配慮した設備設計ができる建築専門家

3. 住む人に安心・安全を与え、持続可能性に配慮した構造設計ができる建築専門家

◇ 1 ～ 3 の専門家（技術者）になるために大学院教育で身につけるべき能力
1. 地域に活力を与え、持続可能性に配慮した意匠設計ができる建築専門家

(1-A)　芸術性と実現性を兼ね備えた意匠設計ができる（実務意匠設計力）

(1-B)　持続可能性に配慮した建築計画ができる（建築計画力）

(1-C1) 独自の建築提案を行い、図面・模型・CG等で表現できる（プレゼンテーション力）

(1-C2) 学術的に価値のある研究を行い、その成果をまとめることができる（研究力）

2. 住む人に快適な環境を与え、持続可能性に配慮した設備設計ができる建築専門家

(2-A)　快適性と経済性を兼ね備えた設備設計ができる（実務設備設計力）

(2-B)　持続可能性に配慮した環境計画ができる（環境計画力）

(2-C)　新しい技術について研究し、その成果をまとめることができる（研究力）

3. 住む人に安心・安全を与え、持続可能性に配慮した構造設計ができる建築専門家

(3-A)　安全性と経済性を兼ね備えた構造設計ができる（実務構造設計力）

(3-B)　持続可能性に配慮した構造計画ができる（構造計画力）

(3-C)　新しい技術について研究し、その成果をまとめることができる（研究力）

教育目標のブラッシュアップ（大学院の目標も明確化）教育目標のブラッシュアップ（大学院の目標も明確化）



学部・大学院の専門科目のカリキュラム再編

選択と集中！－必要最小限の科目構成で充実した教育を

学部・大学院の専門科目のカリキュラム再編

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅰ 線形代数学Ⅱ
応用物理学 建築プログラミンング

フレッシュマン
ゼミナール

卒業研究
ゼミナール

 建築実験
建築概論 建築法規 職業観と倫理

建築図法 造形演習 建築CAD・CG
演習

建築基本製図 建築演習 建築設計製図
木造住宅設計 建築設計演習Ⅰ 建築設計演習Ⅱ 建築設計演習Ⅲ

建築設計
・集中演習Ⅰ

建築設計
・集中演習Ⅱ

建築史Ⅰ 建築史Ⅱ 建築デザイン論
建築計画Ⅰ 建築計画Ⅱ 都市計画

建築環境
工学

居住環境学 建築環境Ⅰ
・同演習

建築環境Ⅱ
・同演習

建築設備 建築設備Ⅰ
・同演習

建築設備Ⅱ
・同演習

構造力学 静定力学
・同演習

材料力学
・同演習

不静定力学Ⅰ
・同演習

不静定力学Ⅱ
・同演習

構造演習 構造設計Ⅰ
・同演習

構造設計Ⅱ
・同演習

構造設計Ⅲ

構造地盤工学
建築材料 建築材料
建築生産 建築構法 建築施工 建築生産

色彩・照明論 インテリア
エレメント

インテリアデザイン論 インテリア設計演習 インテリア制作

卒業研究
共通

建築設計
製図

建築計画

構造一般
工学

インテリア
デザイン

1年 2年 3年 4年

工学基礎

分野

博士後期課程
前期 後期 前期 後期

建築意匠学特論 意匠設計学特論 歴史意匠学講究
建築計画学特論 都市計画学特論 建築計画学講究

建築計画学特殊研究
意匠設計実務研修 意匠設計実務演習
意匠設計特論 意匠設計演習
建築計画特論 建築計画演習
建築環境学特論 建築環境学講究
環境設計学特論 環境設備学講究

建築環境学特殊研究
設備設計実務研修
建築環境特論 建築環境演習
設備設計特論 設備設計演習
構造解析学特論 構造工学特論 耐震工学特論 建築構造学講究
建築材料学特論 建築生産学特論 建築材料学講究

建築構造学特殊研究
構造設計実務研修
構造計画特論 構造計画演習
構造解析特論 構造解析演習
構造設計特論 構造設計演習

建築関連特別講義 他コース基礎科目
英語関連科目 実践技術者倫理

建築学特別研究（環境学）環境
設備

建築学特別研究（構造・材料学）
構造
材料

共通

分野
博士前期課程 1年 博士前期課程 2年

建築学特別研究（意匠・計画学）建築
計画

【工学部建築学科】

【大学院建築コースカリキュラム】

肌色ー必修科目 、  水色ー建築学コース必修科目 、 薄緑ーインテリアデザインコース必修科目

肌色ー必修科目 、  水色ー選択必修科目 、 薄緑ーインターンシップ科目



エジンバラ大学 ( 英国 ）、レンセラー工科大学 ( 米国 )※ との国際交流（グローバル人材育成のために )エジンバラ大学 ( 英国 ）、レンセラー工科大学 ( 米国 )※ との国際交流（グローバル人材育成のために )

3 年次前期は、ニューヨークのレンセラー工科大学※の学生とのグループ合同設計（建築設計集中演習・Ⅰ）

3 年次後期は、英国スコットランドのエジンバラ大学の学生とのグループ合同設計（建築設計集中演習・Ⅱ）

両大学には、こちらからも訪問して、同様のグループ合同設計演習を行います。

（ヨーロッパ、アメリカの最先端のデザイン教育を体験できます。）

 

※予定　変更等があった場合は、近畿大学工学部建築学科オリジナルサイトにて告知いたします。



施設の充実施設の充実

建築家による設計教育のさらなる充実

■小川晋一教授と土井一秀准教授の２枚看板

■総勢 15 名の建築非常勤講師

（そのうち以下 11 名の非常勤講師が全国で活躍する本学科卒業生）

アイズミＮ

中脇充博先生

焼山公園トイレ

田村和正先生

最大限住宅

土井良介先生

KAIGAN-U

可児公一先生・植美雪先生

藤村龍至氏Building K　担当

畑克敏先生

武田中学校・武田高等学校

岩本秀三先生

瀬戸内国際芸術祭参加作品

齊藤正先生

ONE

中村勝己先生

栄町の光溜

佐々木勝敏先生

清州の家 

村田純先生

2014 年度に新設された模型制作室（第３製図室）

2016 年度には、4 年生・大学院生のための設計室をリニューアル（第２製図室）

  コンペなどの実践を通して建築デザインを磨く。

実際の建築物の設計や建築コンペへの参加を奨励し

ており、時代にふさわしい、新しく美しい建築空間

を研究。全国コンペの受賞者も毎年輩出している。

小川晋一教授

World of Calvin Klein THE HOUSE

  模型、CAD、スケッチなどで手を動かして

空間を設計しながら、人や地域や自然にとっ

て、快適で美しい建築とは何かを学生と一緒

に考えていく。

STONE  TERRACE

土井一秀准教授

年度には、 年生生生生生

（注）上記は模型イメージであり、実際の出来上がりとは異なる場合があります。



2015 年度のトピックス（コンペ）

新人戦  100 選入選：野田崇子さん ( 建築学科 3 年）　（応募総数 755 作品）

広島 8 大学卒業設計展　最優秀賞：市場靖崇君　　優秀賞：渡部桃子さん、藤井隆道君　　富永譲賞：宮瀬修平君　（応募作品 80 作品）

第 22 回ユニオン造形デザイン賞　佳作 B　瀬藤謙徳君 ( 建築学科 4 年 )

第 9 回長谷工住まいのデザインコンペティション

課題「100 歳の集合住宅」　

（応募総数 277 作品） （応募総数 136 作品）

第 50 回セントラル硝子国際建築設計競技

入　　選：青戸貞治君、手銭光明君　（大学院 博士前期2年）優秀賞：武中正英君、月待裕貴君、是常文洋君　（大学院 博士前期1年）

（応募総数 300 作品）

最優秀賞：市場靖崇君　（建築学科４年）  　 佳作：濱本真之君、渡邊文彦君　（建築学科４年）

第 9 回 JACS 全日本学生建築コンソーシアム

住宅設計コンペ 2015　テーマ「母の家」　　

2015 年度のトピックス（コンペ）

( 国家公務員 )

齋藤伊津実さん　国土交通省

■全国卒業設計展実績

 ■せんだいデザインリーグ　卒業設計日本一決定戦

　せんだい卒業設計日本一決定戦 2010　ベスト 50　4 作品  ( 応募総数 554 作品）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　50 以内入選順位　全国 1 位　京都大学  5 作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　全国 2 位　近畿大学工学部  4 作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 全国 3 位　東京理科大学  3 作品

　せんだい卒業設計日本一決定戦 2012　ベスト 50　1 作品　ベスト 100　2 作品（応募総数 450 作品）

■広島 8 大学卒業設計展

　2013　予選通過者　13 名中  近畿大学工学部 3 名（最優秀 1  審査員特別賞 2）　（応募作品 76 作品）

　2014　予選通過者　10 名中  近畿大学工学部 4 名（最優秀 1  審査員特別賞 1）　（応募作品 72 作品）

　2015　予選通過者　10 名中  近畿大学工学部 3 名（最優秀 1  優秀 1  審査員特別賞 1）　（応募作品 80 作品）

　2016　予選通過者　10 名中  近畿大学工学部 5 名（最優秀 1  優秀 2  審査員特別賞 1）　（応募作品 80 作品）

　4 年連続、近畿大学工学部の学生が最優秀賞受賞！

石井啓太君　鹿島建設井上翔太君　島根県庁手銭光明君　日建設計  
兵庫県立淡路三原高校出身 広島県･福山市立福山高校出身島根県立出雲工業高校出身島根県･出雲北陵高校出身

( 世界最大手設計事務所 ) ( 地方公務員 ) ( スーパーゼネコン )

2015 年度のトピックス（就職）

学生時代と比べ要求されるスキルも知

識も段違いに高く、一つ一つのことに

精一杯になると思いますが、ゆくゆく

は一つのプロジェクトに大々的に関わ

り、“自分が設計した建築だ”と胸を張

って言えるような作品を手掛けたいと

思っております。

大学での研究テーマは地方や地域におけ

る建築家の在り方でした。これからは研

究やまちづくり活動を通して考えてきた

ことを実際の地方行政の場で生かしてい

く番だと思っています。

常に謙虚であることを忘れず頑張ってい

きたいと思います。

組織の規模の大きさにさらに身が引き締まる思

いです。国民のみなさまのために正義感と公正

さを持ち、近畿大学で学んだ知識を活かして業

務に励みたいと考えています。

これからも、貧欲に学ぶ姿勢を忘れることなく

日々努めていきたいと思います。

大学とは違い、社会人になると先生方は

おらず、完全に自立して物事に取り組ん

でいかなければなりません。仕事柄現場

を統率していく立場となるので、先輩方

からの手ほどきを受け、早く仕事に慣れ

ていきたいと思います。





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


